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”ŽŽm‚Í•C‚Í‚½‚Æ•G‚ð‚¤‚Á‚Ä•C‘å‚¢‚É“¯Š´! ! –l‚Ì‰Æ‚à

•X—Ñ‚ð‚Ð‚ç‚¢‚Ä•ì‚Á‚½‰Æ‚¾.•K—v‚É‚µ‚Ä•Å•­ŒÀ“x‚ÌŽ÷

‚Í•Ø‚Á‚½‚ª •Cˆê•ØŽüˆÍ‚ÉŽè‚ð‚Ð‚ë‚°‚Ä‚Í‚È‚ç‚Ê‚Æ‚«‚ß

‚Ä‚¢‚é.–l‚Í•C’ë‚Ì‘•‚ð‚Ê‚­‚±‚Æ‚à•s–ù‰õ‚¾•CŠ`•Z‚à

—Ž‚µ‚Å‚Í‚È‚ç‚Ê‚Æ•C–l‚Ì•M•ð‚ð•à–¾‚·‚é‚Æ•C ‚±‚ê•³‘å

‚¢‚É“¯Š´‚Æ•C•‡“_‚·‚é.–l‚Í•C ‚±‚Ìˆê Œ¾‚Å•C ƒ‰ƒEƒVƒ…

‚³‚ñ‚Æ‚¢‚¤•l‚ð‘S•”—•‰ð•o—ˆ‚½‚æ‚¤‚ÉŠ´‚¶‚½. ‚±‚Ì•l

‚±‚»–Ø“–‚Ì•¶•¨ŠwŽÒ‚¾•C Ž©‘R‚ðˆ¤‚·‚é•l•C•l—Þ‚Ì•«—ˆ

‚ð‚¤‚ê‚¤‚é•l•C ‚Æ‚µ‚Ý‚¶‚Ý‚ÆŽv ‚Á‚½

–l‚Í•C–l‚ªŠG•t‚¯‚ð‚µ‚Ä•CˆÀŒ´Šì•FŽ•‚É•Ä‚¢‚Ä‚à‚ç

‚Á‚½•C’ƒ‚Ì“’‚Ì’ƒ˜o‚ð ˆê ‚Â‹L”O‚É‘¡’æ‚µ‚½ . ŠG‚ÍƒV•[

ƒ‰ƒJƒ“ƒX‚Æ•C–l‚ª”­Œ©‚µ‚½Neodactylodiscus latim-

erzs ‚¾.ƒ‰ƒEƒVƒ…‚³‚ñ‚Í‘å•ÏŠì‚±‚ñ‚Å‚­‚ê‚½.

‹M•û‚Í•f—Ã‚É–Z‚µ‚¢‘Ì•C ‚±‚Ì•Ó‚ÅŽ¸—ç‚µ‚Ü‚·‚Æ•È‚ð

—§‚Â•C•Ä‚ÑŠÙ‚Ü‚Å•à‚«•C‹L”O‚ÌŽÊ•^‚ð‚Æ‚Á‚Ä•Ê‚ê‚½‚Ì

‚Å‚ ‚é .‰½‚Æ‘f•°‚ç‚µ‚¢‚²•v•È‚¾‚ë‚¤.

ŠÙ‚Ì“à•”‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ì”ŽŽm‚ÌŠ´‘z‚Í•CŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚Å‚ ‚Á

‚½.

•W–{Ž‘—¿‚ª”ñ•í‚É‘•‰Á‚µ‚½‚±‚Æ‚É‹Á‚¢‚Ä‚¢‚½‚ª•C‚»

‚Ì•®—•‚ªŠ®•Ç‚Å‚ ‚é“_‚É •C“Á‚ÉŠ´•S‚µ‚Ä‚¢‚½

ŽRŒû•¶’‡”ŽŽm‚Ì‘å’˜ Sy nopsis ‚Ì‘±•Ò•ì•»‚Ì‚½‚ß‚Ì

‘S •¢ŠE‚Ì•VŽí‚Ì‹L•Ú‚ÌŠ®‘S‚È‚é•®—•‚ª•s‚í‚ê‚Ä‚¢‚é“_•C

‚»‚ê‚ªŠù‚É‰½•ç“_‚©‚É‚È‚Á‚Ä‚¢‚é‚Æ‚¢‚¤Ž–‚Í•C“Á‚É ”Ž

Žm‚Ì‹Á‚«‚Å‚ ‚Á‚½‚æ‚¤‚¾.

•X‚ç‚É•C—™‚ç‚É•C ‚±‚Ì‚æ‚¤‚È “à—e‚ÌŽdŽ–‚ð•C ‰½‚Æ•­

•l•”‚Å‚â‚Á‚Ä‚¢‚é‚©•C ‚Æ•sŽv‹c‚É‚·‚çŽv‚Á‚Ä‚¢‚é’ÔŽq•C

•³•C•”‰®‚Ì‚¹‚Ü‚¢‚±‚Æ•C ‚±‚ê‚Í ‰½‚Æ‚©‚¹‚Ë‚Î‚¢‚̄ ‚È‚¢•C

‚Æ‚µ‚«‚è‚É‹­’²‚µ‚Ä‚¢‚½‚Æ‚¢‚¤ . Šî‘b“IŠw–â‚Í•C ‚Æ‚©

‚­—z‚ª“–‚ç‚È‚¢‚à‚Ì‚Å‚·‚Ë•C ‚ÆŒ‹‚ñ‚¾—R.

ˆÈ•ã‚Í–l‚ª‰ï‚¤‘O‚É•CŠÙˆõ‚ªˆÄ“à‚µ‚½Žž‚Ì Œ¾—t‚ð—v

–ñ‚µ‚½‚à‚Ì‚¾‚ª•C•æ‚«‚ÌƒlƒmƒŒƒ\ƒ“‹³Žö‚Æ‘S‚­“¯‚¶‚±‚Æ

‚ð‰]‚Á‚Ä‚¢‚½‚±‚Æ‚É‚È‚é . (‹T’J —¹).

ŽRŒû•¶’‡•æ•¶‚Ìˆ¤—p‚ÌŠ÷‚È‚ÇŠñ‘¡‚ðŽó‚¯‚é

‹Ž‚é 3 ŒŽ–S‚­‚È‚ç‚ê‚½Šñ•¶’Ž•ª—ÞŠwŽÒŽRŒû•¶’‡•æ•¶

‚Ìˆ¤—p‚ÌŠ÷•C–Ø’I•C‚È‚Ç‚ª“–ŠÙ‚ÉŠñ‘¡‚³‚ê‚é‚±‚Æ ‚É‚È

‚è 8 ŒŽ18 “ú•C 5 ƒgƒ“ƒRƒ“ƒeƒi‚É J‘O‚³‚¢‚³ h ‚Ä‚Í•[‚é‚Í:‚é

‹ž“s‚©‚ç“ž’…‚µ‚½.‚±‚ê‚ç‚ÌŽóŽæ‚è‚Ì‚½‚ß‚É‹T’J•r–ç

Œ¤‹†ˆõ‚Í‹ž“s‚É•o’£‚µ‰^‘—‰ïŽÐ‚Æ‚ÌŒð•Â•C‰×•¨‚Ì‰^‚Ñ

•o‚µ “™‚É•]Ž–‚µ‚½.

‚±‚ê‚ç‚Í‚·‚×‚Ä•í‘O‚É‚ ‚Â‚ç‚¦‚Ä•ì ‚Á‚½‚Æ ‚ÌŽ–‚Å‚Ç

‚ê‚à‚µ‚Á‚©‚è L ‚½–Ø‚Ã‚­‚è‚Å‚ ‚Á‚½ ‚³ ‚Á‚» ‚­‚»‚ê‚¼

‚ê‚Ì•ê•Š‚É’u‚¢‚½‚ª•CŒ©‚ê‚ÎŒ©‚é‚Ù‚Ç‚»‚Ì•o—ˆ‰h‚¦‚É

‚Í–Ú‚ðŒ©‚Í‚é‚à‚Ì‚ª‚ ‚é

‚±‚¤‚¢‚Á‚½‰Æ‹ï—Þ‚Ì‘¼‚É•Å‹ß‚Ì•ÊlTIIJ ‚ª‘½•”Šñ‘¡‚³‚ê

‚½Ž–‚à“Á•M‚·‚×‚«Ž–‚Å‚ ‚ë‚¤. (Ž‘—¿•Ð‰îŽQ•Æ). ƒRƒÁƒeƒi‚©‚ç•~‚ë‚³‚í‚é ŽRŒû•æ•¶‚Ìˆâ•i

ŽRŒû•æ•¶•v•l‹y‚ÑŒäŽq‘§•A‚Ì•¸•æ•¶(•é‹Êˆã‰È‘å Šw•• ‹³Žö)‚ÌŒäŒúˆÓ‚ÉŠ´ŽÓ‚·‚éŽŸ‘æ‚Å‚ ‚é .

(8 •Å‚æ‚è‚Â‚Ã‚­ Se r. A (Zoo l. ) •C 2 (3) •C 157 - 168. ˆê•‘ —§‰ÈŠw”Ž•¨

40. BAIN O. & CHANIOTIS •C B. N. (1 975 ) : Befilm -i a ŠÙ•C”g•”’‰•d”ŽŽm.

ƒÏuertoricensis n. sp. •C nouvelle Filaire Os wa ldo- 42. _ _ _  & NOMOTO •C K. (1 976): A ne w species 

filariinae d'I gua nidae aux Cara ibes (Puerto of the ge nus Neotrigonia from 0”C Western

Rico ) _ Bul l. Mus. Natn. His t. Nat _•C Paris •C 3' A ustrali a. Ibid. •C 2 (3) •C 175- 177 •[ (41 ).

ser .•C (28 1) •C Zo ologie 191 •C 1-5. ˆê (25). 43. Prince Masahito & HABE •C T. (1 976): Syste-

ˆ ê ‘ ´ ‚ Ì ‘¼ matic stud y of Japanese Epitoniidae (I II ). 

4l. HABE •C T . (1 976) : Parasitic Gastropods from Ib id .•C 2 (3) •C 169 - 17 4. •[ (41).

Echinoderms of ]apan. Bul l. Natn. Sc i. Mus. •C 
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佐々学↑尊士著 IH UMAN FILARIASIS Jについて

目黒寄生虫館が，館の展示室で，一般に公開してい

るパネノレが， もはや20余年を経て，いささか|旅腐にな

ってきたので，全部とりかえて，現代日本のかかえて

いる寄生虫に関する重要な問題をとりあげようと考え

て，企画を練っている最中に，宏、の最も畏敬する佐々

学博士から一冊の本が送られてきた・題して IHuman

FilariasisJとし、う.

実は， パネノレ構成の重点の一つに熱帯病をとりあげ

ている所であるので，これはすばらしい資料だと早速

読みはじめた 少しづっ読んでいくにつれて，著者の

構想が如何に雄大であり， コ偉大なる文献を渉猟されて

物されたことがわかり全く鰐歎しているのである.あ

の多忙なる医科研所長の重責を全うしつつ， この大著

作にとり くまれた著者の学問への情熱には全く頭が下

る思いである.先年同じ著者が「だに類jを出版され

た時，朝日新聞の「えつらん室Jに書評を書いた時は，

数日聞を費して全部読了してその紹介をしたのて‘あっ

たが，今回はそうは1，、かない ただそのアウトライン

を紹介するにとどまることは|時間の関係上やむを得な

いことである.

この本は大きくわけて 3部よりなっている.その一

つは，人間にくるフィラリアの紹介である. これはノー

ンクロフト，マレ一糸状虫からはじまり， ロア糸状虫，

ディベタロネーマ，マンソ ネラやオンコセノレカに及び，

この虫休の生物学的性状や病害コントローノレ等につい

て一切が詳述されている.

第二部は世界各地のフィラリアの流行の現状が国別

にとりあげられて述べてあり，特に館の展示には大い

に役立つものである.

第三部はフィラリアの研究方法につし、て，その調査

の方法，その成績の解析に関する数学的の方法その他

をとりあげているが，このあたりは著者の経験の最も

生かされている点であろう.

以上が内容の大まかな紹介であるが，この本は世界

ではじめてフィラリアの全貌をまとめた Monograph

であり， Iフィ ラリアの全て」という感じがする.恐

らく， 世界中の研究者が，将来永きにわたってブィラ

リア学のパイプノレとして愛読するであろうと思うので

ある.改めて著者の偉大さに敬意を表するものである.

著者. 佐々学，前東京大学教授，現国立公害研究

所高IJ所長

書名 HumanFilariasis-A Global Survey of 

Epidemiology and Control. 

1:1:¥1坂 東京大学出版会

本文759頁，文献60頁， プレイト 3(14図)，

図版 11(46図)

定価 ￥ 14，000 

((1色谷了)

東京都水産試験場から多摩川のフナ (生魚)の寄贈

当館で‘はかねてよりフナ， コイのエラに寄生するフ 高僑秋之助主任研究員にフナの生魚の入手方について

タコムシ (Diρlozoon)の全国的な分布調査(fGL谷了 協力をお願いしたところ，快諾が得られ8月20日の悶

館長担当〕をしており，各地の水産試験場の協力でホ 場の定期調査に同行を許された.

ノレマリン漬の淡水魚の寄贈を受けているところである. 当館から当日亀谷俊也，市原両研究員が酸素ボンベ

昨年都水産試験場より入手した多摩川是政産のフナ を持って，フナの入手に是政に出向いた.そして生き

(ホノレマリン漬)に高率にフタゴムシの寄生している たフナ等を入手し無事館に持ち帰ることが出来た こ

ことが分り我Aを喜ばせた.現在でもひざ元にフタコ れを早速用意しておいた水i'/!1に移しかえ，一部はただ

ムシの棲息するということが明らかになったのて‘ある. ちに剖検され生きたフタ ゴムシの採集に成功し，目的

そこで生きている虫体を入手するために都水産試験場， とした内部器管の観察を終えることが出来た.
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短信

(昭和151年8月161'1-9月15日)

8.18 国立公衆衛生院， 影井昇博土文llik閲覧のため来

8.18 Iー|ー|仁l左仲先生の文献及び愛用の家具京都より歪IJ

着

8.20 部水試の多摩川是政における淡水魚調査に同行，

フナ，コイの寄贈を受ける一色谷俊也市原両

研究員.

8.23 小笠原水産センター，木村ジ ョンソン氏見学に

来館

8.24 岩田正俊博士， 大復舶門条虫研究のため標本?ilil

察に来m白
3.24 埼玉医大，山口昇博士来館

8.25 荘保忠三郎博士来館

8.26 東大，小)11;J'II夫氏文献閲覧のため来trr:i.
8.26 木ニュ ース編集会議.

8.27 富士見高等学校，高橋守教諭ネスミの寄生虫の

件で来館.

8.28 アラスカ米国駆地衛生研究所の RAUSCH博土

夫妻来館.

8.28 小原理事，イ ンドネシア医療協会の例会に参加，

b守rq'EDYMCA. 

8.31 国立公害研究所に出l古G，市原研究員.

9. 2 水産大，江藤新一氏，本日より l迎/HJ，うみが

めの寄生虫の研究のため来f1i，.

9. 3 長崎県議会議員， i!~ 岡公夫氏来trr'ト

9. 5 小笠原水産七ンタ一所長，倉山洋二氏*tr，:i，日
11111会にて 「うみがめの養殖jについて講演

9. 8 小原理事，熱情医学協会研修会に出席.

9.14 柴回組，当館屋上雨樋修理に来館.

新着文献

(1976年 8月16日-9月15日〕

図書

1. SASA， Manabu (1976): Human Filariasis-A 

Global Survey of Epidemiology and Control. 

東大出版会，東京， 750頁一東大出版会.

2. Grzimek's Animal Life Encyclopedia， Volume 

6， Reptiles， Van Nostrand Reinhold Company， 

New York， 589pp， 1971. 

定期刊行物

3. 秋田医学， 1 (1)， 1974; 2 (1)(2)， 1975.一秋庇l

大学附属図書館.

4.あなたの科学技術， 7-2(21)， 1976ー科学技術庁.

5. Bulletin Sinai Hospital of Detroit， 24 (3)， 

1976. -Sinai Hospital of Detroit， Michigan， 

U.S.A 

6. 中竿医学染志， 56 (3) (4) (5)， 1976. 中匡|科学

院図書館，北京

7 動物園水族tn;i ~，1f誌， 17 (4)， 1975 

8.遠洋， (24)， 1976.ー遠洋水産研究所

9. 岐阜県水産試験場研究液告，(21)， 1975. -1岐阜

県水産試験場

10. J随虫両棲類学雑誌， 6 (3)， 1976. 

11 広島大学水畜産学部紀要， 15 (1)， 1976.一広島

大学水畜産学部.

12. Index-Catalogue of Medical and Veterinary 

Zoology， 20 (2)， 1976. -Index-Catalogue of 

Med. and Vet. Zoology， Maryland， U. S. A. 

13. Journal of Parasitology， 62 (3) & Program 

and Abstracts of the American Society of 

Parasitologists 51st Ann. Meet.， 1976 

14.神奈川県立博物館だより，9 (1)， 1976.一神奈川

県立博物館

15.国立台湾大学経済部合弁漁業生物試験所研究報告，

3 (2)， 1976.ー経済部国立台湾大学合弁漁業生物

試験所，台湾.

16.モンキー，19 (5，6)， 1975; 20 (1，2)， 1976.一

日本モンキ一七ンタ ー.

17. 1:'1本医科ス学雑誌，43(4)， 1976一日本医科大学

医学会.

18. Rice University Studies， 62 (2)， 1976.-Wil-

liam Marsh Rice University， Texas， U. S. A 

19.両生艇虫類愛好会誌，(4) (5)， 1976. 日本両生

l随虫類愛好会

20. Texas Reports on Biology and Medicine， 33 

(3) (4)， 1975.ーTheUniversity of Texas Me-

dical Branch， Texas， U. S. A 

21. Transactions of the Royal Society of Tropical 

Medicine and Hygiene， 70 (2)， 1976. 

22. Travaux du Museum d'Histoire Naturelle 

“Grigore Antipa "， 16， 1976; 17， 1976.-Bib-

lioteca Centrala Universitara， Rumania 

23. Trudy Biologicheskogo Institita， 17， 1975.刷

j逝，北クノレン〆地方の寄生虫相.-Helmin thologi-



( 919) 目黒寄生虫館ニュース -7-

cal Laboratory， Academy of Science of USSR， 

Moscow， U. S. S. R. 

24 予防医学ジャ ーナノレ，(101)， 1976.ー予防医学事

業中央会.

別 刷

一原虫類一 (ベージ数のあとの数は寄贈者がその

番号のものと同じであることを示めす)

25. ABD.EL-AzIZ， G. A.， LANDAU， I. & MILTGEN， 
F. (1975): Description de Plasmodiu1'l1. aegyp-

tensis n. sp. parasite presume du Muride 

AI'vicanlhis 加 loticusen Haute-Egypte. Ann. 

Parasit.， 50 (4)， 419-424.-Mus. Natn. Hist. 

Nat.， Paris， France. 

26. ALBARET， ].-L. & N]INE， T. (1975): Descrip-

tion de cinq esp主cesnouvelles de cilies hete-

rotriches des genres Metanyctothel'us AIBARET， 

PI'O日yctothentsn. gen. et Plagiotoma DUJAR-

DIN， endocommensaux d'oligoch色tesdu Ca-

meroun. Protistologica， 11 (3)， 305-311ー

(25) 

27. LANDAU， I.， BOULARD， Y.， MILTGEN， F. & 
LE BALL， O. (1975)・ Rechutessanguines et 

modi日catio!1sde la schizogonie pre-ery-thro 

cytaire de Plasmodium yoelii sous l'action de 

I'ethionine. C. R. Acad. Sc. Paris， 280 (21)， 

Serie D， 2285-2288ー (25).

28・一一一一一，MARTEAU， M.， GOLVAN， Y.， CHABAUD， 

A. G. & BOULARD， Y. (1975): Heteroxenie 

chez les Coccidies intestinales de Poissons. 

Ibid. 281 (3)， Ser允 D，1721-1723ー (25).

29. ROGIER， E. & LANDAU， 1. (1975): Description 

de Schellachia golvani n. sp. (Lankesterel-

DAl¥E， 1969， et de deux esp色cesde Lecithod-

endriidae. Ibid. 353， Zool.， 246， 67-70.ー(25).

32. __  & 一一一一 (1976): Chetotaxie cerca-

rienne et position taxinomique de NePhl'o-

tl'el叩atnmcatum， Slcl'jabinoρhetus neomydis 

et Skl'jabinoPhy叫 ussOl'icis. Ibid. 71-79.一(25).

33.一一一一 & MAILIARD， C. (1975): Cehtotaxie 

de Labl'atl'ema lanu1'(mdi (Carr色re，1937) 

MAILLARD， 1975， Bucephaloidea. Obse臼rvations

sur Cel'cm'円l(tρ lu 押例1.OsaSl 加M口ITZIN、ぜ1，1911，Fellodiト一

5坑tomatωoidea.Comparaison avec Cel'c削

BAYSSADE-DuFOUR， 1974， Brachylaimoidea. 

Discussion sur le sous-orclre des Brachylai-

mata LA RUE， 1957 (Trematocla). Ibid. (283)， 

Zool.， 193， 39-68.一(25)

一二生日吸虫類一

34 一 一一 & OW-YANG， C. K. (1975): The sen-

sory receptors of two cercariae from Malay-
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第二話 三億年前の虫をたずねて

真黒な巨体，休長は 1メートノレ50センチ以上はある

だろう.粗い白斑が全身に点在する.皮でもはげたの

かと思ってよく見ると，白い模様である.体の全面を

おおっている鱗は，小判の様な形と大きさをしていて，

瀬戸物で出来たように固い

目玉は野球のボーノレの様に大きく丸く，ギョロリと

I~êみつけている.偲ぶたは象の耳の様に大きく，厚<.

ばっさり両側泊、ら頭を包んでいる.背f緩や尻鰭はイノレ

カのそれの様に柄がついていて，如何にも歩けそうだ.

尾鰭は真中に車rIlがあって，それから広く放射状に林が

広がっていて，仏塔のてっぺんに似ている.

僕は， この巨体に近ずいて，いざこれにメスを加え

るl瞬間に立合ったが，異様な緊張とおののきを感じた

ことを覚えている あまりにも魚の概念からは遠ざか

り，大きさも大きかったからだろう.昔，医学部の学

生の頃，はじめての解剖実習で，死体を前にして， メ

スを持って立ちすくんだことを思い出した.

日本にただ一匹. ["よみうりランド」に陳列してあ

るシーラカンスを解剖した時のことだ.

僕は魚の鯨には興味があるので，三枚だけ切りとっ

た.大きな鎌の刃の様な鯨をつぶさに調べたが，一向

に虫らしいものは見つからない.それて‘も何かいるか

亀谷 了

rr晶子会'1れれ μ綾子'1(<
4晃Jい jfJふ之

白い沈i殿となって， シャーレの底にたまった.これを

持参したビニーノレの袋に入れて持ち帰ったのである.

あくる朝である 診療中に館から電話がかかって来

た.昨日の鯨のi準を調べていた市原研究員からだ.虫

がいる !! と.非常に小さいが，たしかに単生目の一

種だろうと目

それからは，当分の間はこの虫の調査で明けくれた

のであった というのは，単生日の吸虫は，その80パ

ーセントは親から子へ，子から孫へと伝わるものだと

いう そうすると， この虫は，シーラカンスが地球上

に現われた三億何千万年前から，絶滅したと考えられ

ていた六千万年前の聞に発生し現代まで伝わってい

も知れぬと，持参したガーゼで，フィラメン卜をしご る可能性も大L、にあるというわけだ (このことはー

いてみた. フオノレマ リンで固ま った粘膜の様なものが， 度当館月報にもかし、たのであるが)

目黒寄生虫館ニュース 123号(昭和51年10月)

発行所財団法人目黒寄生虫館 発行者館長 ・医博亀谷 了

東京都目黒区下目黒4-1-1 編集市原醇郎

干153 電話(7l6)1264 印刷所 三協美術印刷l株式会社

Hfs ￥50 送料￥40


